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日本緩和医療学会 

北條美能留・助教 代議員 日本緩和医療学会 

北條美能留・助教 学術集会運営専門部会サテライトメンバー 日本麻酔科学会 

北條美能留・助教 長崎県緩和ケア研修会 企画責任者 長崎県 

吉富修・助教 長崎県医療ガス保安講習会講師 長崎県 

境徹也・助教 査読委員 Journal of Clinical Anesthesia 

境徹也・助教 査読委員 Pain Medicine 

境徹也・助教 査読委員 Journal of Anesthesia 
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日本麻酔科学会 

境徹也・助教 インターベンショナル治療ガイドライン作成委
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日本ペインクリニック学会 

境徹也・助教 非常勤講師 長崎大学歯学部 

山下和範・助教 長崎地域メディカルコントロール協議会委員 長崎市 

山下和範・助教 評議員 日本集団災害医学会 

村田寛明・助教 インターベンショナル痛みの治療ガイドライン
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日本ペインクリニック学会 

村田寛明・助教 Regional Anesthesia Workshop Instructor NWAC World Anesthesia Convention 2013 

村田寛明・助教 超音波ガイド下神経ブロックハンズオンワーク

ショップ 講師 
日本臨床麻酔学会第 33 回大会 

村田寛明・助教 Scientific Committee Member NWAC World Anesthesia Convention 2014 

村田寛明・助教 査読委員 Clinical Anatomy 
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氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

原 哲也・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
ストレス誘導性コンディショニングの探

索：高炭酸ガス血症の効果 
趙 成三・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C）  

非アルコール性脂肪肝炎に対する麻酔薬の

肝虚血保護法の検討：糖尿病薬との相互作用 
前川拓治・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

ブタ希釈性凝固障害モデルにおける

ROTEM ガイド下凝固管理法の開発 
北條美能留・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C）  

オピオイドおよびカナビノイドと二量体化

受容体の相互作用の分子機構の解明 
三好 宏・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
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水素の腎虚血再灌流障害に対する腎保護効

果とその分子生物学的機序の解明 
柴田伊津子・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

心筋の虚血再灌流障害における Rho キナー

ゼの役割解明と制御 
西岡健治・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 (B) 

気道過敏性に対する麻酔薬の作用解析―強

制オシレーション法を用いて 
村田寛明・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

二量体化オピオイド受容体の多様性に立脚

したオピオイド鎮痛法確立とその最適化 
稲冨千亜紀・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 (B)  

グルタレドキシンによる酸化還元制御心筋

細胞における抗アポトーシス効果の解析 
関野元裕・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 (B) 

敗血症における微小循環の病態解明：腸管血

流と舌下血流の関連性 
松本周平・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 (B) 

心筋薬理学的コンディショニング修飾因子

の解明:pH 補正の影響と分子機序 
東島 潮・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 

冠虚血危険因子による心筋コンディショニ

ング阻害の分子機序とその制御 
石井浩二・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 (B)  

核蛋白Ki67 を指標とした喘息患者における

気道リモデリングの機序の解明  
一ノ宮大雅・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 

抑うつ状態における心筋保護機構阻害因子

の解明とその制御 
 
 

○特筆すべき事項 
①戸坂真也・助教 第 34回日本循環制御医学会総会会長賞 

http://kaken.nii.ac.jp/d/p/25861381.ja.html
http://kaken.nii.ac.jp/d/p/25861381.ja.html
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